
平成22年度　財団法人日本体育協会

公認アスレティツクトレーナー養成講習会開催要項

1.　日　的

財団法人日本体育協会公瓢スポーツ指導者制度に基づき､本会公認スポーツドクター及び公瓢コーチと

の緊密な協力のもとに､競技者の健康管理､傷害予防､スポーツ外傷･障膏の救急処置､アスレティツクリ

ハビリテーション及びトレーニング､コンディショニング等を担当する公羅アスレティツクトレーナーを

養成する｡

2,主　催　財団法人　日本体育協会

3.後　援　　中央競技団体

都道府県体育協会

4.　カリキュラム

)共通科目(152.5時間:集合誇習及び自宅学習)※公瓢スポーツ､通科目Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ 

1)文化としてのスホ〇一ツ �2縱V��ll)スポーツの心理l 

2)指導者の役割Ⅰ 鉄���12)赫`-ツ親株の運営と事業 �����

3)トレーニング論Ⅰ �2縱V��13)対象に合わせた淋しツ指導 途綏��

4)スホ〇一ツ指導者に必要な医学的知織I 途綏��14)指導者の役割Ⅱ 都V��

5)畑'JJと栄養 �"綏��15)アスリートの栄養一食事 �#VС�c��③�ﾃ����#���ﾆ�"�

6)指導計画と安全管理 �2縱V��16)スホ■JJの心理Ⅱ 

7)ジュニア期とスホ'-ツ 天��17)身休のしくみと働き 

8)地域における淋しツ振興 �2縱V��18)トレーニング論Ⅱ 

9)社会の中のスホ●Jy 天��19)競技者育成のための指導法 

10)スホ'JJと法 天��20)瀬●づ指尊者に必要な医学的知識Ⅱ �#���

(2)専門科目(600時間:集合常習及び自宅学習)

1)アスレティツクトレーー卜の役割L30h 

2)スポーツ科学 ��#���

3)運動半の解剖と機能 田���

4)スポーツ外傷.障害の基礎知識 田���

5)健康管理とスポーツ医学(ドーピングコントロール含む) �4��

6)検査.測定と評価 田���

7)予防とコンディショニング 涛���

8)アスレティツクリハビリテーション 涛���

9)救急処置(各自日赤の救急法救急員の資格を取得する) �3���

10)スポーツと食事 �3���



(3)専門科目現場実習(180時間)

1)見学実習 �3���

2)検査.測定と評価実習､アスレティツタリハビリテーションプログ �3���

ラム作成実習 

3)スポーツ現場実習 �3���

4)アスレティツクリハビリテーション実習 �3���

5)総合実習 田���

5.実施方法

(1)共通科目

･集合講習:平成22年7月から12月にかけて､ 5日間で実施する｡

･自宅学習:集合講習受誇前の3か月間程度｡

(2)専門科目

･集合講習会:以下の日程で行うが､開催期日･会場については詳細が決まり次第連絡する｡

※集合許習会は､ 1期～5期の順で受誇しなければいけない｡

1期(2日間: 9時間)平成22年10月～11月

2期(5日間:42時間)平成23年2月～3月

3期(6日間:44時間)平成23年5月～6月

4期(7日間:56時間)平成23年8月～9月

5期(7日間:58時間)平成23年10月～11月

※ 4期講習会受講前に､必ず日本赤十字社｢救急絵救急貞養成講習｣を受諌すること｡

※　自宅学習:集合韓習会の前後

6.受落着

(1)受講条件

受許する年の4月1日甥在､滞20歳以上の者で､日本体育協会(以下｢本会｣ )あるいは本会加盟団体

(都道府県体育協会､中央競技団体) ､又は本会が特に薄める国内統轄競技団体から推薦された者｡

(2)受許音数

1 0 0名程度とする｡

7.受簾申込み

受講希望者は所定の受詳希望者経歴書に必要事項を記載し､本会加盟団体に提出する｡

推薦団体は､推薦者名簿を作成し本人が記載した受講希望者経歴書と共に本会-提出する｡



8.受講料

78, 000　円(消費税込:受幕内定時に徴収)

<内　訳> ･共通科目: 18,900円

･専門科目‥　59, 100円(ワークブック代15,000円含む)

※免除･資格窄査料等について臥別に定める｡

※実技試験受験料こついては､男個徴収する｡詳細棚簸定試験実施要綱で定め

る｡

9.受詐者の決定

( 1 )各団体から提出された受許希望者轟歴事に基づき､本会指導者育成専門委貞会アスレティツタトレーナ

ー部会において活動実簾等を審査の上･受講者を内定し､推薦団体及び本人宛通知する｡

(2)受詐内定者は､所定の受諦申込書に必要事項を記入し､別に定める受辞陣を本会宛て納める｡

(3)本会において受詐料の入金を確落した後､受講者として決定する｡

10.許習･試験の免除

既存資格及び本会免除適応コースの履修等により､許習･鞭の一部または全部を免除することができる｡

免除に関する詳細は別に定める｡なお､養成許習会受講者は軸実習を免除する｡

ll.検定試験･審査

( 1 )共通科目は理論試験､専門科目は理絵及び実技試験とし､それぞれ詐習終了後に実施する｡

(2)共通科目における検定試験は､理論試験の得点による判定とし､本会において審査する｡

(3)専門科目における検定試験は､専門科目講習会を全て受詳し､本会の定める救急処置等に関する資格を

取得している者が受験できるo

(4)専門科目における検定綿は､理論試験･実技稗の給合判定とし､本会において審査する｡但し､実

技試験i湖験に合格した者が受験することができる｡

(5)共通科目及び専門科目の全ての検定試験に合格した者を｢公課アスレティツタトレーナ一億成コース修

了者｣として認める｡

12.　登鉄及び羅定

(1)共通科目及び専門科目の検定に合格した者に｢合格軌を発行し､その後､指導者登録地象申請書の提

出および登録料の納入)を完了した者に､本会公爵アスレティツクトレーナ一層蝕及び｢登餌正｣

を交付するoこの際､ ｢登軌は､本会公終スポーツ指導者登録規程に基づき､原則クレジット機能付

となる｡

(2)資格の有効期限は､ 4年間とし4年毎に更新する.ただし､認定される資格以外に本会公許スポーツ指

導者資格を有している勢合は､その登録有効期限までとする(スポーツリーダーは除く) 0本資格を更

新しようとする者は､資格有効期限の6ケ月前までに､本会が定める研修を受けなければならなし㌔

(3)過去に何らかの本会公認スポーツ指導者資格を取得し､現在その資格が有効期限切れになっている場合､

本養成講習会を修了しても登録管理システム上で有効期限切者としてデータが保存されているため､登

録申請書を送付できないことがあるため､その静合は申し出ること｡



13.その他

( 1 )受講有効期限札原則として受講脚鮮度を含め共通科目理論轍及び専門科目理論試験合格まで5年

間とし､最終年度の3月31日までとする｡また､専門科日給合実技綿は専門科目琳験に合格した

後､受講有効期限に関らず2回受験することができる｡

なお､受講有効期限内に共通科目及び専門科目理辞試験の全てを修了しない落合は､その時点で受許者

としての権利をすべて喪失する｡

( 2)木津習会受鰍こ際し取得した個人情報は､本会及び推薦団体が､養成詐習会関係資料の送付および本会

公課アスレティツタトレーナー関係事業を実施する掛こ利用し､これ以外の目的に個人情報を利用する

際は､その旨明示し了解を得るものとする｡

(3)本務習会の受詐有効期限内に他の本会公課資格の受許はできないため､注意すること｡また､他の本会

公課資格を受詐中の場合も受誇申込はできないため､注意すること｡

(4)受許者の推称こ際しては､各団伴内のアスレティツクトレーナー協集会等の意見を十分に聴取した上､

アスレティツクトレーナーに関する担当委員会等において決定すること｡

(5)同一年度に複数の団体より推薦があった落合､一団体のみの推藤を審査対象とする｡なおいずれの団体

からの推薦を受理するかは本会アスレティツクトレーナー部会にて決定する｡

(6)受兼申し込みから資格取得までの概要については､別耗参風,

(7)許習会(共通科目･専門科目)開催にかかる経費については､原則として本会が負担する｡ただし宿泊

に関する補助は行わない｡

(8)受許者としてふさわしくない行為があったと啓められた藤倉は､指導者育成専門委員会､本会アスレテ

ィツクトレーナー部会で審査し､受誰が取り消される｡



受講者の募集 ��

ヰ垂加IEg件(轟1舟■体書協会､中央義 儻ﾔfﾉ�ﾂ��

･本金が特に故める向内*括七枚印件 

･X上世切体を3じて兼*著を暮集する. 

<共通科目講菅会>

①自宅学菅
･共遷科目t ､正と共i科目Ⅱ

a)一缶を自宅筆書する

<専門科目講習会> ※1期 -2期

平成22年度r公亀アスレティpJクトレーナー養成徽讐食J責韓の流れ

受講者の内 ･8印体から鞭暮のあった生徽fI �.��

込書を.本*で. 

雷暮し､*■書を内定(5月中旬 ･内定者にr内定遍知Jとーtnの 綿����訷処*ｴｨ/��yWB�

受講内定者 
･支麟内定書は下たIdt暮書をIえ.8月引ヨ(▲) 

までに本会へ送付 

受講+込暮/共蓋.雷M科白王■鴨jl会場 

免職申繍(故当看のみ)/tA料 

専門穐日義雷食を責義し･それぞれで真義する徽史観徽奮曇義して下さいく共I科目.専門韓日のJtは帆､ません).

②共通科目講官金
･5日■】

･全申3地区1 0会場で■儀

･平鹿22年7月-1 1月

･書鴨鼠鴨200向(マークシート式)

･全fZI3地区で■龍

･平成23年2月､ 3月. 5月

-S綱I-4期15期の儀で受講し､受験すること

･2日rq

･1会4でMt

･平成22年11月13B(土)-14日(E3).X予定

I 1期井守*を受dtしない4台は.

2期繍甲虫を受麟できない｡

･5日Pq

･ 1 *JtでIl*

･Y虎23年1月31 E1-2月4日･X予定

I 2頼義7会を*麟しない嶋合は､

3期■f金を**できない.

<専門科目検定就験>媒書∩科目■甘食をす 

Q)理論拭鹸 
･平成23年11月下旬(予定) 

客観式Bt鹸 ��溢亢ｩ�ﾈ-ﾉ��E��

･200同のマークシート式 唸ｩｸ����ﾋ"�

甥理書経畿台糖までの有効期恥か年ftlとする｡

成　績　頼　果

ヰ会より魯文JR肴に3知｡ただし.共丑

科目.書∩科目いずれも兼職していない

受講者には遇知しない｡

'-"".日"..･･--I+

ベて受麟した者が史鹸できる｡

繋理徽就職に合格していないと絵

修　了　者

･台糖B. *隷手鏡さにPする

*料尊を送付

兼　修　了　書

･成徽最知を同封

･再験義の集内(対■肴のみ)

≡コ

･6tl rll

･ 1会VでIlt

･平成23年5-6月(予定)

･ 3期徽T*を生轟しない場合は､

4頼義T*をtAできない｡

②総合実技払験
･平点24年2月下tI～3月下旬(予定)

･全斗2地区で実施

･7ElrI)

I 1 *4でMt

や彪3年8-9月(手元)

･ l欄義7食を*薫しない嶋合は.

5J一義7*を*義できない.

汝E) ** +事牡rA■珠&■ A暮JtHtT*J

を**したもののみtJ一可k

兼総合実技紋書の兼職機軸ま有効期fBに*わらす2回とする｡

登録申請 
･Jt徽申fB力-ドに曇轟料(23.000円)杏 

弄えて木*に主義手練き書する. 

受講 ��8,ﾈﾈ�.��
･本*よL)下七■*暮 兀�/��yWB�

支麟決定濃知/隻 ���4ｨ�ｸ6��

テキスト(共曇科目. ���怏m｢��

･7日M

･ 1曇4で■儀

･平氏23年10月-1 1月(予定)

I 5期■T*を*徽しない書合は.

暮M科目&定…を糞暮できない｡

豊錬故定
ヰ*よLJ書主柱､士徽瞳を送付

･曇韓はl年轟に鷺徽



共通科目Ⅱ.Ⅱ集合講習会受講会場一覧

:会場番号_- 啗餉y(h爾�･.申.:甲1 ���｢駝ﾈ���

第1会場 �8ﾈｹ��7月26日(月)-7月30日(金) 閥d87ｨ�ｸ8ｲ為X�檍�｢���s�3bﾓ��sR�8ﾈｹ�79f�68ｾh��mC�ﾓbﾖﾂ�DTﾄ�2ﾓSc��ﾓS�����h耳7ｨ6X8ｹ{ﾈﾙ�因迂��b���s�3bﾓ��sR�8ﾈｹ�79f�68ｾh��mC�ﾓbﾓ��DTﾄ�2ﾓSc��ﾓイ釘��h�I�,�,(*(,H,ﾘ+�+�.x,ﾉMHﾘh,�*�*�*�*ﾘ+�+2�*"�

8月9日(月)～8月13日(金) 第2会場 

8月14日(土)-8月18日(水) 第3会場 

10月1日(金)-10月5日(火) 第4会場 

11月19日(金)-11月23日(火) 第5会場 

第6会場 ��Xﾞ2�8月20日(金)-8月24日(火) �6�5H987ｨ6X8ｹ�i�Xﾞ2��sS3"ﾓ������Xﾞ8�9xI�ﾈｾi�ﾉ(i8sbﾓ"ﾖﾃ��DTﾄ�ﾓc3�"ﾓSSs��

9月30日(木)-10月4日(月) 第7会場 

10月21日(木)～10月25日(月) 第8会場 

第9会場 兀�｢�8月27日(金)～8月31日(火) �6�5H987ｨ6X8ｹH��ﾒ��s��"ﾓ�����Y�ｨ�9H��ﾘｾiH��ﾘ遥��"ﾓへﾆﾂ�DTﾄ�"ﾓC��ﾓ3#���

10月29日(金)-11月2日(火) 第10会場 



平成22年度(財)日本体育協会公認アスレティツクトレーナー養成講習会
受講希望者経歴書
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■現在のトレーナー活動について具体的にお答え下さい

Ql二あなたの現在のトレーナー活動は下記のうちどれにあてはまりますか｡該当する番号に△印をつけ
てください(複数回答可) ｡なお､特に中心として行っているものにはその番号に○印をつけてください｡

去:;認諾クリハビリf2:驚　喜:讐琵ヨこ,貪+欝管理

;:妄㌫詔!( 8･f-ビング　　　,

Q2 :上記で回答のあったトレーナー活動の具体的な内容についてご記入ください○ 

目)についてご記入ください｡
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